
 

 

学校では、大袈裟ではなく、約１ヵ月前から、

運動会当日の天気が気になります。本番１週間前

になると、毎日土曜日の天気を皆でチェックしま

した。子どもたちが、練習の成果を存分に発揮で

きるように「１３日は絶対に晴れてほしい。」と願

っていました。２年生は、紅白のビックてるてる

坊主をつくりました。そんな願いが通じたのか、

晴れ過ぎず、暑過ぎず、運動にはちょうど良い日

を迎えることができました。 

開・閉会式や徒競走、大玉ころがし、玉入れ、

全員リレー、鼓笛、よさこい、子どもたちの様子

はいかがだったでしょうか。一人一人の真剣さ、

一生懸命が集まって、運動会成功という大きな共

通テーマを成し遂げることができました。 

当日は、ご多用の中ご来校いただき、子どもた

ちに大きな声援と温かい拍手を送っていただい

た保護者や地域の皆様の応援が、子どもたちのパ

ワーにつながりました。本当にありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自分には良いところがありますか？」と子ど

もたちに尋ねてみたところ、手は少ししか上がり

ませんでした。みんなの前では恥ずかしいという

人もいたかもしれません。もしかすると、自分で

自分の良さに気付いていないのかもしれません。

そこで、校長から見た「楢󠄀原小学校児童の良い所」

を紹介しました。 

１ 下駄箱の靴をそろえて置くことができる所 

２ 荷物を廊下のフックにしっかりかけること

ができる所 

３ 運動会で友だちを応援したり、一緒に喜んだ

りすることができた所 

４ よさこいで、ひじを伸ばして踊ることができ

た所。 

５ 鼓笛で、内側の

人が外側の人のこ

とを考えて横一列

になるように歩く

ことができた所 

６ 運動会前、黙々と草むしりや石拾いをしてい

た所 

 「そんなこと当たり前だよ。」というような顔の

人もいましたが、「当たり前にやっていることが

実はとっても大切で、それを普通に行っているあ

なたはすごいんです。あなたの良い所なんです。」

と気付かせてあげることも大切なのではないか

と思いました。自分の良さに気付くと、自己肯定

感が高まります。自己肯定感が高い方が、意欲や

チャレンジ精神が生まれ、積極的になることがで

きます。 
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子どもたち大活躍の運動会 校長講話 

６月の予定 
1日（木）6年生修学旅行（～2日） 

2日（金）1～5年生春の遠足 

16日（金）4～6年生歯科指導 

21日（水）プール清掃 

23日（金）獣医師派遣事業 


